
熱く 温かく 
裾野市立東中学校だより 令和６年１１月５日（火） 

〈校      訓〉 自主 ～誠実・清純・勤勉 ～ 

〈学校教育目標〉 未来に向かって 自分らしく 生きる人 

〈キーワード〉 考える 対話する 多様性を認める 

地域で活躍 東中 その１ 
１０月２０日（日）、裾野市民文化センターにて産業祭が開催さ

れ、吹奏楽部が演奏会を行いました。裾野市商工会からの依頼

で実現しました。当日は雨上がりで少し肌寒かったのですが、準

備から司会まで自分たちで行い、頼りになる３年生が抜けて心細

いところがあったかもしれませんが、むしろ、「３年生が抜けても、

自分たちで頑張ってやっていきます！」というメッセージまで伝わ

ってくるような演奏でした。学校内にとどまらず、地域で活躍する

中学生を見ることは、とても喜ばしいことです。今後も、地域でのマンパワーとして活躍できる人に成長し

ていってほしいと願います。 

地域で活躍 東中 その２ 

１１月３日（日）、晴れ渡った空の下、東地区コミュニティ祭りが開催されました。多くの東中ボランティア

や吹奏楽部のみなさんのおかげで、

祭りは大いに盛り上がりました。そし

て、前日一日中準備をしてくださっ

た区長様たちをはじめ、区民の皆様

のお力で大成功・大盛況だったと思

います。 

基本 

「基本があれば、１を１００にすることだってできる。」‥図書室にある「中田語録」に

書かれている言葉です。中田英寿さんは、元サッカー日本代表選手で、今でいうサ

ッカースペインリーグで大活躍の久保建英選手に勝るとも劣らない選手でした。そ

の彼から発せられる言葉には重みがあります。この本にはこうも書かれています。

「中田が練習を『嫌い』というのは、事実だ。けれど、練習が必要なことだけは小学生

時代から痛切に感じてきた。練習をして技術を磨かなければ勝てないことを知って

いた彼は、嫌いな練習を進んでやった。」「派手で美しいプレーを見せようと思った

ら、地味な練習を死ぬほどしないと。」の後に、冒頭の言葉があります。野球界でいえば、今をときめく大

谷翔平選手もあこがれていたイチロー選手も同様の事をおっしゃっています。「ちいさいことをかさねるこ

とが、とんでもないところに行くただひとつの道」「苦しいことの先に、あたらしいなにかが見つかると信じ

ています。」と。 

おそらく生徒のみなさんは、これらのことを実感していると思います。東雲祭スローガン「雲東蒼天」が

まさにそれです。特にこれから３年生は受験に向かいます。冒頭の「基本」は、勉強で言えば、地道な努力

を粘り強く積み重ねることだと思います。そして、もう一つの「基本」ですが、３年生は卒業にも向かいま

す。これから３年生を待っている社会（高校）は、人としての基本も期待しています。生徒たちには、「他人

の話をしっかりと聴く」「友達のことを真剣に考え、優しく接する」など、もともと持ち合わせていたものに加

え、今後もより多くの基本を身につけていってほしいと思います。会社の社長さんや高校の校長先生に話

を聴いても、それらのことを望んでいらっしゃいます。 

観客を魅了～産業祭で演奏する吹奏楽部

～ 

中田語録 

左から、福引ボランティア、ポップコーン売り、吹奏楽の演奏会 



世界中で一番美しい合唱  

１０月２４日（木）、裾野市民文化センター多目的ホー

ルにて、「令和６年度 第５６回 裾野市中学校音楽会」

が開催され、市内各中学校の代表が合唱を披露し、本

校の代表もすばらしい歌声をホールいっぱいに響かせ

ました。参加態度もすばらしく、盛り上げるところを盛り

上げ、人の話をしっかりと聴く態度など、場をわきまえ

た立派な態度でした。それにしましても、歌声に感動し

たのは担任だけではないはずです。教育長が、合唱を

「育てる」という表現をされていましたが、まさしく、生徒

たちは合唱を「育て」、そして学級を「育て」てきたのだと思います。学校で行われている合唱コンクール

は、Ｎコンに代表される合唱コンクールとは大きく異なります。Ｎコンなどは、合唱の得意な、好きな人たち

の集まりですが、学校のものは、合唱が得意な人もいれば苦手な人も、好きな人もいれば嫌いな人もいる

ことがほとんどです。そして講評にもあったように「偶然出会ったメンバー」が今の学級です。そのような学

級が、お互いのことを思い、一生懸命合唱することのなんと尊いことか。たかが合唱されど合唱、合唱を育

てることが学級を育てているのだと思います。そして受賞する・しないに関わらず、どの学級も育ってきた

のではないでしょうか。学級ごとにドラマがあり、いろいろなことを乗り越えての合唱だと思います。それら

は世界で一番美しい合唱だと思います。 

温かいメッセージ 

東雲祭に際して、御来校くださった保護者、卒業生、地域の方々からメッセージをいただき、２，３年生

昇降口に掲示してあります。どれも心温まるメッセージで、皆様から東中生が見守られていることを強く感

じます。メッセージにご協力いただき、誠にありがとうございました。一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

3 年 1 組 「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～」 

3 年４組 「手紙～拝啓十五の君へ～」 

＊どの学年クラスも団結力のあるすてきな歌声でした♪ 

特に３年生は集大成にふさわしい合唱でとても感動しました❢ 

＊各クラスのカラーが出ていて良かったです☆全員で合唱する事は、もしかしたら、この先無いかもしれません。なの

で、今を全力で楽しんで下さい！後で必ず素敵な思い出になります！明日の体育の部も悔いの残らない様、力を出し

切って最高の思い出にしてね‼東中生サイコー‼ 

＊東中生のけじめ、パワーを強く感じました。クラスごとのすてきな雰囲気、まとまりの強さがすばらしかったです。これ

までの練習の成果がわかりました。すてきな歌声、演奏ありがとう。 

＊お疲れさまでした！どのクラスも心に響く歌をありがとうございました。大人になると心が震えることは少なくなるけ

ど、久しぶりに心が震えて鳥肌が立ちました。やっぱり東中が大好きです。ありがとうございました！またみんなの歌が

聴けたらいいな♪ 

＊文化の部、体育の部、両方見させてもらいました。生徒中心の進行、とてもよかったです。みんな頑張っていて、すば

らしかったです。 

＊自分たちで作り上げた運動会ということをとても感じとれました。見ていて楽しかったです。 

＊まごの合唱を楽しみに来ました。みなさんの日頃の練習の成果に涙が出てしまいました。感動しました。ありがとう。 

＊３人子供がいて‥（上の子は２４才）今回初めて来ました。サイコーだー‼みなさんすごすぎ‼泣きました‼ 

＊勉強や部活、人間関係等忙しく、色々考える事が多いと思いますが、応援しています‼合唱感動しました‼伝わりま

した♡♡ 


